
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

アプリケーションレポート No.CDA-SCJ 09002 

CDA-1000 によるクロレラ測定 
～培養経時変化～ 

作成：2009 年 10 月 1/21/2

１．はじめに 
藻類は、一般的に、明期・暗期の周期を繰り返す

環境下で増殖する。明期に体積を増加させ、暗期に

分裂して細胞密度を高める。 
そこで、CDA-1000 のアプリケーションとして、

分裂期（暗期）における形態変化を捉えることがで

きるのではないかと考え、クロレラの測定を試みた。

暗期におけるクロレラの大きさ（粒子径）の変化

を、粒度分布の変化として捉えることができた。 
 
２．試料 
明暗 12 時間ごとに設定した培養環境下において、

1×104/mLの濃度で培養開始し 3 日後の暗期 0～10
時間までの 1 時間ごとを測定対象とした。測定試料

は個別の試験管で培養し、培養開始から測定までの

間は静置した。 
 
３．測定 
試料をセルパックで適切な濃度に希釈したものを

測定試料とした。（100 倍希釈） 
装置条件 

アパチャー：100μm 
X 軸   ：粒子径 
分析量  ：500μL 

 
４．結果と考察 
暗期 6 時間まで、粒度分布，濃度に大きな変化を

認めかった。7 時間以降に粒度分布が変化し始め、粒

度分布右側（大粒子）の山が小さくなっていく様子

を観察した。10 時間後の測定では、0 時間後測定の

分布ピークよりもさらに小さな位置にピークをもつ

分布を示した。（図 1, 2） 
これらの粒度分布の変化は、クロレラが、十分に

大きくなってから分裂（四分割）する様子を反映し

たものと推察する。 
 
クロレラは藻類生長阻害試験など生態への影響を

評価するために用いられる。生長阻害を受ければ、

培養に伴う細胞の大きさの変化や、阻害要因の影響

度合いに応じた増殖速度の変化に差異が現れる。こ

れら変化の程度は、粒度分布，粒子径，濃度など

CDA-1000 が提供するデータに反映されると考えら

れる。よって、生長阻害を評価する測定装置として

CDA-1000 を適用できる可能性がある。 
明期・暗期の時間，照明強度，光源種類（波長），

培養温度など、生育環境が生活環に与える影響を評

価する場合にも本装置が有用と考える。 
 

図１ 重ね合わせ印刷例 
複数のグラフの重ね合わせが可能である。図 1

から、時間経過に伴う粒度分布の変化がわかる。
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図 2 粒度分布の解析 
0 時間の二峰性粒度分布のうち、大きい粒子径

の山(図 2＊)に分布する細胞が分裂（四分割）する

と仮定して算出した濃度は、10 時間後の測定値と

ほぼ同じである（表 1）。明期に大きくなり暗期に

分裂する生活環を反映したと考える。 
①

＊

■0 時間 
■7 時間 
■10 時間

0 時間 8.8×105/mL 測定値 
② 0 時間＊印 4.4×105/mL ＊範囲 
③ 10 時間＊印 3.8×105/mL ＊範囲 
④ 算出濃度 2.3×106/mL ①+②×4－③

⑤ 10 時間後 2.0×106/mL 測定値 
表 1 各時間の細胞濃度 

図 3  大きさと細胞比率の変化 
粒子径範囲は図 2 の分割線（破線）に対応。 
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これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の
測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 
    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 
図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 
図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 
図 10 S.pombe 経時変化 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５．粒度分布と画像 
0 時間後 

7 時間後 
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10 時間後 

大きくて色の濃い細胞を多数認めた 

（矢印）分裂過程の細胞を認めた 

小さくて色の薄い細胞を多数認めた 

■50μmアパチャーで測定した場合 

0 時間後 10 時間後

50μm アパチャーでも、大きな

細胞から分裂して小さな細胞に

変化していく状態を捉えた粒度

分布を得ることができた。 
7 時間後 重ね合わせグラフ測定試料の大きさに応じてアパ

チャーを選択すればよいことが

わかる。


